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2023年1月1日 

新年あけましておめでとうございます。 

2022年から2023年にかけては任期のちょうど折り返しとなります。今年の干支は「卯」。その跳躍する姿
から「飛躍」、「向上」を象徴するものとして親しまれ、新しいことに挑戦するのに最適な年と言われてい
ます。今年は是非、コロナ禍を抜け出し、新しい時代に新しい挑戦を考えてみたいと思います。 

皆様方のご多幸と益々のご発展を祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。 

いつもありがとうございます。お陰様で先日、当FBサイトへの「いいね！」が1400件に到達しました。当
FBサイト「いいね！」1400人目は群馬県在住のHH様、応援ありがとうございます。皆様のご期待にそえる
よう頑張って参ります。よろしくお願い申し上げます。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2023年1月4日 

奈良医大発、日本発の軟骨伝導補聴器(軟骨伝導)は国内他学にとどまらず、海外では米国ミシガン大学と共
同研究が行われ、covid-19蔓延下にもめげず試験終了・結果発表となりました。 

装用閾値は軟骨伝導よりBAHAの方が良好でしたが、言葉の聞き取りは静寂下/雑音負荷を含めて両者に有意
差は認められませんでした。 

まとめますと、軟骨伝導はBAHAに比べて、日常生活上での音の聞き取りが少し悪いものの、言葉の聞き取
りに有意差はなく、手術不要で創部リスクなく安価であることを考えると、補聴の際の重要な選択肢の一つ
になるでしょう。 

開発・試験にご協力いただいたリオン(株)に深謝いたします。 
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2023年1月20日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。 

2023年1月19～20日にかけて、第32回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会が金沢市文化ホールおよび金沢
ニューグランドホテルで、現地参加およびオンデマンド配信にて開催されました。今回は金沢大学の吉崎智
一会長の「継承・発展・挑戦」というコンセプトの下、多くの先生方が現地に足を運んでいました。 

当科関連からも、奈良医大から上村裕和、木村隆浩、衞藤克幸、北原、近大奈良から家根旦有、太田一郎、
秋岡宏志、ベルランドから三上慎司、木村直幹の9名(敬称略)が参加発表しました。 

そして本日金曜は、金沢から大和八木に移動しての新5回生1週ポリクリ年始初の総括＋めまいクルズス。今
週は耳硬化症、鼻副鼻腔腫瘍、下咽頭Kについて、症状から検査、診断、手術に至る過程、手術内容を勉強
してもらうことができました。 

私ども明日土曜は奈良医大耳鼻科同窓会新年会をハイブリッド開催します。皆様方におかれましてもどうぞ
良い週末をお過ごしください。 
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2023年1月21日 

本日、第59回畝火会新年総会・令和5年畝火研究会学術講演会が奈良ホテルにてハイブリッド形式で行われ
ました。本年度入局した4人の新入局員による初めての発表に続き、3人の学位取得者による記念講演が行わ
れました。本年度の若手畝火賞は近畿大学奈良病院の秋岡先生に、畝火賞は本学桝井講師に授与されまし
た。 

特別講演には、東邦大学医療センター大橋病院耳鼻咽喉科学講座の吉川衛教授をお招きし、『慢性鼻副鼻腔
炎の病態分類から考える最適な治療アプローチ』につきご講演いただきました。 
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2023年1月22日 

昨年5月に引き続き、本日第2回von Hippel Lindau病(VHL)班会議がWEB開催されました。多彩な内分泌異常
を生じる遺伝性疾患VHLの実態把握と診療標準化のため、京都大学眼科の辻川明孝先生、高橋綾子先生を中
心に、厚労科研の難治性疾患政策研究事業として進められています。 

耳鼻咽喉科としては内リンパ嚢腫瘍という比較的まれな疾患を対象とし、神戸市立医療センター中央市民病
院の山本典生先生とともに参加しています。日耳鼻とも連携しつつ、まずは「診療の手引き」と「重症度分
類」を作成し、難病指定を最終目標としています。 

VHLは日耳鼻・専門医試験にも出題されています。聞き慣れない疾患とお感じの先生方、一度関連HPにアク
セスしてご確認ください。メニエール病だと思ってfollowしている患者さんの中に隠れている可能性があり
ますので。 
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2023年1月27日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は新5

回生1週ポリクリの総括でした。今週は難聴と耳漏を
主訴とした真珠腫性中耳炎、頸部腫瘤を主訴とした
甲状腺腫瘍に加え、睡眠時無呼吸に対する薬物睡眠
下内視鏡検査を手術場で行い、それぞれの症例を
しっかりレポートしてもらいました。 

睡眠時無呼吸への新規治療法である「植込み型舌下
神経電気刺激療法」に関して。昨年11月に、西日本
第一例目が奈良医大附属病院で施行されました。さ
らに現在、当院第二例目をプラニングしています。 

「植込み型舌下神経電気刺激療法」は、片側の舌下神経を睡眠中にのみ直接刺激し、舌を前方に移動させる
ことで上気道が閉じるのを防ぐ治療法です。CPAPをうまく使用できない症例に対しての新規治療として、
2014年に米国FDAで承認され、既に2万人を越える症例に導入されている治療法です。日本でも2021年から
健康保険の適用対象となりました。 

奈良医大附属病院では、呼吸器学会指導医と睡眠学会専門医の資格を有する呼吸器内科医(Dr.Y)が症例背景
や睡眠検査を詳細に評価し、その後外科マスター資格を有する耳鼻咽喉・頭頸部外科医(Dr.U)が植込み術を
丁寧に実施します。本治療法をそれぞれの領域の専門医師が協働して行う施設は、奈良医大附属病院が日本
初であり、本治療法の効果を最大限に発揮するために極めて重要なポイントと考えます。 
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2023年2月3日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は新
5回生1週ポリクリの総括でした。今週は真珠腫性
中耳炎と中咽頭Kに関して、それぞれの症例を2名2

組に別れ、しっかりレポートしてくれました。 

従来ゴロ合わせで、3月3日は耳の日、8月7日は鼻
の日として市民公開講座などのイベントが各地で行
われていました。最近では耳鼻科の正式名称であ
る「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」にちなんで、3月を
「耳鼻咽喉科月間」、7月を「頭頸部外科月間」と
して、それぞれの領域に関してその内容を市民によ

く理解してもらうためのイベントが開催されるようになりました。 

奈良県でも、3月には何科に行けば良いのか迷う「めまい」に焦点を当て「めまいは耳鼻咽喉科が診ます」、
8月には「口腔がん」で苦しむ方を少しでも減らそうとする検診企画に焦点を当て「口腔がん無料検診の取
り組み」について、県民/市民の方々にわかりやすく解説、アドバイスしたいと思います。 
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2023年2月10日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は新5回生1週ポリクリの総括でした。今週は真珠腫性中耳炎
の症例2例、鼻副鼻腔腫瘍、副甲状腺腫瘍を受け持ち、しっかりレポートしてくれました。残り時間は例に
よってめまい救急トリアージ。 

誠に名誉な事ですが、今年から2月と6月にそれぞれ熊本大学と近畿大学で、めまいに関する学生講義を担当
させていただきます。受診されためまい患者さんが不利益を被らないような、めまい診療における各科役割
分担をお話ししていきたいと思います。 

先月放映されたNHK「もう“めまい”に悩まない！耳の迷宮SP」が、来週2月16日木曜1510-1600に再放送さ
れます。BPPV、メニエール病、vHITというトピックスを軸にめまいのメカニズムをわかりやく解説した内
容であったと、多方面からご評価をいただいております。ご参考まで。 

本日は雨模様ですが土日にかけて快方に向かうようです。元気にお過ごしください。 
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2023年2月12日 

晴天のもと2023年2月11日～12日の2日間、大阪公立大学杉本キャンパスで「第9回 日本小児診療多職種研
究会」が開催されています。科や職種を超えた演題が集まる賑やかな研究会です。 

当科から森本助教が多職種で行っている難聴児きこえとことばの勉強会について発表を行い座長も務めまし
た。 

奈良県からは関連病院の高井病院からAPDの報告、近畿大学奈良病院から構音障害の発表がありました。
様々な分野での多職種連携の重要性が再確認できました。 

ご開催くださいました会頭の大阪公立大学大学院耳鼻咽喉病態学教室の阪本浩一先生はじめ、スタッフの皆
様に感謝申し上げます。 
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2023年2月16日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。明日は出張不在なので、本日木曜に新5回生1週ポリクリの総括をさせ
ていただきました。今週は複数の耳小骨奇形を有する伝音難聴再建症例、細胞診後の頸部リンパ節生検症
例、甲状腺腫瘍の摘出術症例を受け持ち、術後経過も含めてしっかりレポートしてくれました。 

残り時間は例によってめまい救急トリアージ。本日はちょうどポリクリの時間帯にNHK「もう“めまい”に悩
まない！耳の迷宮SP」が再放送されましたので、奈良医大めまいセンターを取り上げた番組をライブ鑑賞
しながらのめまい講義という、なかなか経験できないポリクリになりました。 
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2023年2月24日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日は金曜恒例の新5回生1週ポリクリ総括でした。天皇誕生日と土曜
日に挟まれた気合いを入れにくい金曜日でしたが、中耳真珠腫、耳下腺腫瘍、甲状腺腫瘍、喉頭腫瘍といっ
た耳から耳下部、頸部、喉頭にかけての良性/悪性の腫瘍症例をしっかりまとめてくれました。 

2月も残りわずか今年度もあと1ヶ月。各科とも再来年度のリクルートを見据えて専門研修PGの充実化を考
えるべき時期になります。日耳鼻が行った今年度に耳鼻咽喉科専攻を決めた研修医に対するアンケート調査
で耳鼻咽喉科を選択した最大の理由：①多種多様な手術手技、②内科と外科の両分野に関わる、③専門領域
が多彩、④将来幅広い選択肢、⑤感覚器に興味あり。これら5つの理由は私が研修医係をしていた約20年前
から変わっていない内容です。 

少なくとも聞く耳を持つキャパのある学生/研修医に、これら5つの理由が持つ重要な意味を伝えられるか、
どれだけ共感させられるか、なのだと思いますが難しい。 

明日、明後日と良い週末をお過ごしください。 
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2023年3月1日 

2月28日をもって、桝井貴史先生が近畿大学奈良病院に異動されました。桝井先生には頭頸部癌専門医とし
て、奈良医大耳鼻咽喉・頭頸部外科の臨床・研究を前進させていただきました。 

桝井先生の大学での最後の論文は、甲状腺乳頭癌が頸部外側区域リンパ節転移を起こす危険因子について検
討した論文になりました。 
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2023年3月3日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。金曜恒例の新5回生1週ポリクリ総括。真珠腫性中耳炎、声帯ポリー
プ、下咽頭腫瘍、甲状腺腫瘍と様々な疾患症例の診断、治療、経過をしっかりまとめてもらいました。 

本日は3月3日は「耳の日」。耳の病気を耳鼻科が診るのは当たり前。しかし耳の病気に「めまい」が入って
くると話がややこしい。 

あるめまい疾患統計の例を挙げると、救急部の「めまい」は10％が脳血管系めまいで70%が内耳性めまい。
耳鼻科めまい専門外来の「めまい」は脳血管系めまいは1％で内耳性めまいは70%。どう転んでも、トリ
アージした後の「めまい」は耳鼻科に回って来て当然の数字ですし、合理的に思います。 

私が研修医の頃、何でこんな訳わからん「めまい」を耳鼻科に送ってくるんだと息巻いている先輩方が大勢
いました。外来レベルでの問診と検査だけでは原因がわからない「めまい」が多いので、当時の先輩方が息
巻く理由もわかります。 

当めまいセンターでは、全国から紹介いただいた原因不明のめまいの原因は50％がBPPVであることを報告
しました。つまり昔、息巻いていた先輩方の診た訳わからん「めまい」の半分はBPPVという耳鼻科疾患で
あったと考えると、それがわかる時代になったことに医療の進歩を感じます。 

しかし原因不明のめまいの50％がBPPVで、25%が自律神経、あとPPPDも非常に厄介です。各施設、医師
のため患者のためにも、自律神経を何科が診るのか、PPPDを何科が診るのか、決めておくべきです。勿
論、すべて耳鼻科めまい専門外来が診ると宣言すれば耳鼻科のプレゼンスが増強するでしょう。脳神経内
科、精神神経科にお願いするのも勿論、ありだと思います。それを決めておかないのが精神衛生上悪いのだ
と思います。 

本日は3月3日は「ひな祭り」。素敵な週末お過ごしください。 

参考：耳鼻臨床「研修ノート」115：3：256-257, 2022. 
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2023年3月6日 

本日より令和5年度の臨床統合講義が始まりました。初日は
北原による『耳鼻咽喉科総論』『耳鼻咽喉科とめまい平衡
医学』に引き続き、大阪ボイスセンターからお越しいただ
いた望月隆一非常勤講師による『耳鼻咽喉科と音声言語医
学』の3限連続の対面講義となりました。 

講義はPDF、YouTubeで復習できます。循環器や消化器も
良いけど、めまいや音声というニッチな領域も是非エン
ジョイしてください。 
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2023年3月10日 

第35回日本喉頭科学会が京都府立医科大学・平野 滋会長の下、ホテルオークラ京都で開催されました。学
会テーマは「Sustainable Challenge」、未解明・未解決な分野への弛まない挑戦を続けよう、として喉頭科
学の専門家が集いました。 

当科関連から頭頸部外科マスター・上村裕和病院教授、大阪ボイスセンター・望月隆一統括院長/センター
長、蓮川昭仁先生が参加発表しました。 
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2023年3月10日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は恒例の新5回生1週ポリクリ総括でした。耳硬化症他院術後
再手術、鼻副鼻腔腫瘍摘出術、甲状腺腫瘍摘出術、舌下神経刺激装置植込術。今週は一筋縄ではいかない手
術治療症例が多く、各症例の診断から治療に至るプロセスをしっかりまとめてくれました。 

昨日からWBCが開幕しています。侍JAPANはあまりにも役者揃いなので、逆に結果を不安視していました
が、滑り出しは好調。 

確かWBC監督の栗山英樹さんは、ヤクルト・スワローズの現役選手時代にメニエール病を患っていて、その
影響もあって早々に引退されたと記憶しています。しかしTV放映される画面から、どちらかの耳が難聴そう
には見えません。ちまたには、メニエール病と診断されているBPPV患者さんがたくさんいらっしゃいま
す。自身がメニエール病であると公表されている著名人、相田翔子さん、今井翼さん、久保田利伸さん、鳥
越俊太郎さん、ハイヒールモモコさん、misonoさん、八代亜紀さん。果たして、このうち何人が本当のメニ
エール病なのでしょう。 

今晩のWBC韓国戦は厳しい試合展開になると予想します。皆様、良い週末をお迎えください。そして週明け
からのマスク、どうしますか？ 
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2023年3月17日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は新5回生1週ポリクリの総括でした。今週は当科各分野の外
科治療として、人工内耳埋込術、内視鏡下鼻副鼻腔開放術、アデノイド切除術、内視鏡下下咽頭粘膜切除術、
それぞれの症例をしっかりレポートしてもらいました。 

年度末は大学院生にとって卒業と学位授与の季節です。このたび、塩崎智之先生が理学療法士による前庭リ
ハビリテーションに関する”Effects of vestibular rehabilitation on physical activity and subjective dizziness in 

patients with chronic peripheral vestibular disorders: A six-month randomized trial. Front Neurol 12: e656157, 

2021”で、尾﨑大輔先生が前庭感覚上皮再生に関する”Culture of organoids with vestibular cell-derived factors 

promotes differentiation of embryonic stem cells into inner ear vestibular hair cells. J Biosci Bioeng 135: 

143-150, 2023”で、それぞれ立派に学位授与されました。さらなる高みを目指して頑張ってください。 
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2023年3月24日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は新5回生の
1週ポリクリ総括。今週はそれぞれ睡眠時無呼吸症、IgA腎
症に対する口蓋扁桃摘出術をレポートしてもらいました。
今年度の最終班で来週から春休みになります。 

大いに盛り上がったWBCも侍JAPANの優勝で幕を閉じまし
た。医大中庭の桜もほぼ満開。雨模様だったのが残念です
が。今年度から来年度への区切りの日々です。それぞれの
新年度に向けて有意義な週末をお過ごしください。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2023年3月31日 

本日は年度末。長きにわたり臨床検査技師としてめまい難聴センターをサポートしてくださった高田真純さ
んが退職されることになりました。心より御礼申し上げます。高田さんのご協力のお陰で、原因不明のめま
いの原因を一週間で究明する『めまい検査短期入院システム』が、奈良医大に確立されました。 

医師、看護師、言語聴覚士、臨床検査技師、理学療法士がそれぞれのプロフェッショナルを遂行して成り立
つ、めまい検査から前庭リハビリテーションまでの一連の流れが、このたびNHKワールドで世界160ヵ国に
放映されることになりました。奈良から日本、そして世界に向けて発信することを目標に頑張って来た成果
の一端が、とりあえず実現したことになろうかと思います。さらなる高みを目指し、邁進して参ります。 
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2023年4月14日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は今年度初の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。総括
内容は、当科の外科手技である鼓膜形成、耳小骨連鎖再建、内視鏡下鼻副鼻腔開放、上顎洞嚢胞摘出、内視
鏡下下咽頭K切除の見学と、それぞれの症例の診断と治療をしっかりレポートしてもらいました。 

今週はNHKワールドのディレクターとカメラマンが奈良医大めまいセンターの取り組みを取材してくれてい
て、来月いよいよ世界160ヵ国に向けて放映されます。番組では医大生へのめまい教育にもフォーカスを当
ててくれます。日本に興味を持つ外国人向け番組ですので、放映後の外来混乱は無いものと考えます。 
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2023年4月15日 

令和四年度奈良県耳鼻咽喉科三部会合同総会ならびに第95回奈良県耳鼻咽喉科講習会が橿原市のミグランス
4Fコンベンションルームで開催されました。 

特別講演には鹿児島大学大学院耳鼻咽喉科頭頸部外科学教授の山下 勝先生をお招きし、『アレルギー疾患
と鼻・喉頭疾患-私の治療方針-』につき、たくさんの写真と動画を混じえて非常にわかりやすく解説いただ
きました。 
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2023年4月19日 

2023年に入り内耳造影MRIによる内リンパ腔体積定量から論文3編が受理されました。下段2編はメニエール
病に対する投薬治療、中耳加圧治療、内リンパ嚢開放術の前後における内リンパ腔体積と治療成績の羅列に
とどまりますが、上段はメニエール病における内リンパ腔体積とストレススコアとの相関を証明しており興
味深い結果です。ちなみに、BPPVにおける内リンパ腔体積とストレススコアとの間に相関は認められませ
んでした。これらの業績は放射線科のご協力があってのものであり、名古屋大学の長縄先生、田岡先生、奈
良県立医科大学の吉川先生、田中先生、宮坂先生に深謝いたします。内リンパ腔体積の定量解析に関しまし
ては、PixSpaceのAttractiveを使用しております。 

https://www.pixspace.co.jp/ 
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2023年4月21日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。今週の総括内容
は、真珠腫性中耳炎に対する鼓室形成術、アブミ骨固着に対するアブミ骨手術、副鼻腔真菌症に対する内視
鏡下鼻副鼻腔開放術、鼻腔乳頭腫に対する内視鏡下鼻腔腫瘍切除術の検査、診断、治療をしっかりレポート
してくれました。耳と鼻の良性疾患のみで、悪性腫瘍なしのかなり珍しい週でした。 

週末は今日より気温は上がらず、季節先取りの暑さは落ち着くお出かけ日和とのこと。素敵な週末をお過ご
しください。 
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2023年4月26日 

衣食住に関わる情報チャンネル「元気の学校」の鳥内浩一様のご指名により「めまい」市民講座を担当させ
ていただきました。超高齢社会を迎えるにあたり原因不明のめまいをゼロにしたいと考えています。原因が
わかれば治療の道は開けます。 

「あなたのめまいに病名は付いてますか？」 

本日先程、下記URLから公開されています。 

https://youtu.be/xOvGPXJuqD0 
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2023年4月28日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスでした。今週の総
括内容として、真珠腫性中耳炎に関してはStage分類と手術成績について、下咽頭Kに関しては光免疫療法を
含む昨今の治療選択肢について、喉頭乳頭腫に関してはHPVを介した発生機序について、甲状腺Kプラス左
顎下部腫瘤に関しては摘出プラス郭清のプラニングについて、しっかりレポートしてくれました。 

週末からGW前半ですが、天気はあまりよろしくないようです。安心安全に過ごしつつ、GW明け新型コロ
ナ5類引き下げの日を迎えましょう。 
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2023年5月7日 

2022年5月、2023年1月に引き続き、本日
第3回von Hippel Lindau病(VHL)班会議が
WEB開催されました。多彩な内分泌異常を
生じる遺伝性疾患VHLの実態把握と診療標
準化のため、京都大学眼科の辻川明孝先
生、高橋綾子先生を中心に、厚労科研の難
治性疾患政策研究事業として進められてい
ます。 

耳鼻咽喉科としては内リンパ嚢腫瘍という比較的まれな疾患を対象とし、神戸市立医療センター・山本典生
先生、京都大学・十名洋介先生とともに参加しています。日耳鼻とも連携しつつ、まずは「診療の手引き」
と「重症度分類」を作成しつつ、最終的には指定難病に指定されることを目指します。 
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2023年5月8日 

Kampo Medicineは5世紀中頃に朝鮮半島から、7世紀に入ると中国からも大和地方(現在の奈良県)に伝わる
ようになり、20世紀に入るまで日本の医薬品の中心的存在でした。 

このような歴史的背景をモチベーションとして、当科では岡安 唯助教を中心にKampo Medicineのエビデン
ス確立を目指し、臨床研究、基礎研究を進めています。また、漢方認定医、漢方専門医の育成にも力を入れ
ています。 
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2023年5月12日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。今週の総括は、
真珠腫性中耳炎と舌Kに焦点を絞り、診断・手術・術後フォローを勉強してもらいました。そろそろ、この
学年も選択科ポリクリの振り分けが行われるようです。是非、耳鼻科を選んでいただき、実際の患者さんに
接していただき、興味を持っていただければ幸いです。 

いよいよ、来週は日耳鼻総会が福岡で現地開催されます。お互いが久々に直接お目にかかる機会として楽し
みです。関西は明日から雨模様。体調を整える週末としたいところです。良い週末をお過ごしください。 
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2023年5月18日 

奈良県立医大耳鼻咽喉・頭頸部外科の山下です。 

現在、日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会が福岡で開催中で、北原教授、上村・西村病院教授が不在となっ
たため、居残り組の山下が1日早く木曜日ですが、一週ポリクリの総括をさせていただきました。 

各々の症例につきしっかりテーマに沿ってまとめていただきました。 

昨日から奈良も気温が急に上昇していましたが、雨の匂いとともに今晩からは少し落ち着くようです。 

みなさんも体調に気をつけて金曜日、週末をおすごしください。 
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2023年5月20日 

第124回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会が九州大学・中川尚志会長の下、福岡で現地開催
されました。医局・同門の皆様に厚く御礼申し上げます。 

奈良医大からは、近大奈良、奈良総合、市立奈良、ベルランドを含め、多くの演題を発表させていただきま
した。特に今回は石田千恵先生のデビュー戦。しっかり質疑応答できました。 
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2023年5月26日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は5

回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。今週の総
括は、人工内耳と甲状腺腫瘍の2症例をそれぞれ2

名で担当し、診断・手術・術後フォローをしっか
り勉強してもらいました。 

NHKワールド: Medical Frontiersから、週明け5月
29日月曜23:30～(30分)を皮切りに、各国の時間帯
に合わせて世界160カ国に計5回、奈良医大めまい
センターの取り組み”Thorough Examinations for 

Causes of Dizziness”が放映されます。ミス・ユニ
バース日本代表の栄養指導を担当されたエリカ・アンギャル氏のMCも必見。 

NHKワールド: Medical Frontiersの視聴方法は、お持ちのパソコンやスマホからアクセスし、Watch Liveボタ
ン(黒赤)で決められた5つの時間帯に視聴できます。 

https://www3.nhk.or.jp/.../medicalfront.../20230529/2050142/ 

なお、NHK BSテレビでは7月1日(土)・8日(土)に放送・再放送の予定。NHKオンデマンド(登録不要)では放
映後1年間いつでも無料で視聴可。 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2050142/ 

昨今、医学部における英語での医学教育の重要性が指摘されています。是非、医大生の皆さんにご活用いた
だければ幸いです。それでは良い週末をお過ごしください。 
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2023年5月31日 

令和5年5月28日日曜日、第7回畝火会ゴルフコンペが島ヶ原カントリークラブで完全開催されました。昨年
は成績発表、表彰式の無いまま解散という不本意な形での開催でしたので嬉しい限りです。このコンペが三
重県島ヶ原で開催されるのは史上初であり、天気も暑過ぎず涼し過ぎず、ユニークなコースを楽しくエン
ジョイすることができたと思います。 

レギュラーの部では圧倒的安定感を誇る山本俊宏先生が清水智之先生に競り勝ち、またまたまた優勝となり
ました。おめでとうございます。シニアの部では菊岡政久先生、レディースの部で松村八千代先生が優勝し
ました。 

様々な恒例行事も徐々に平常通り行われつつあり、明るい令和5年になりそうで何よりです。 
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2023年6月2日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜は5

回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。只今、奈
良県橿原市には線状降水帯の影響で大雨警戒レベ
ル4が出ています。安全のため、早めに集まり早め
に帰宅としました。 

今週の総括は真珠腫性中耳炎、鼻中隔湾曲症、病巣扁桃感染症、バセドウ病と、耳鼻咽喉科分野全般を勉強。
めまいクルズスはめまい実習模型「ひでおくん」を使用して、BPPVに対するエプリー法を練習。 

ひたすらお元気な班でした。 
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2023年6月9日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜の昼下がりは5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。一週
間経つのがとても早いです。 

ポリクリ総括は、鼓室形成術IV型、気管孔前方開大術、甲状腺半葉切除＋リンパ節郭清術、副甲状腺腺腫摘
出術、それぞれ通常手術に少し工夫を凝らした治療になりましたが、うまくまとめてくれました。めまいク
ルズスは、めまい実習模型「ひでおくん」を使用して、解説用YouTube通り、うまくBPPVの浮遊耳石置換
を実践してくれました。 

明日は大阪地方連合会に感覚医学講習会と、現地参加の勉強会が相次いで開催されます。親交、親睦を深め
つつ、良い週末をお迎えください。 
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2023年6月11日 

昨日午後、ホテル日航奈良において、第32回奈良県耳鼻咽喉科感覚医学講習会が、現地＋web配信によるハ
イブリッド開催されました。 

特別講演1：聖マリアンナ医科大学西部病院・耳鼻咽喉科の瀬尾 徹教授に「前庭誘発筋電位のこれまでの今
後の展望」、特別講演2：東邦大学医学部佐倉病院・耳鼻咽喉科の鈴木光也前教授に「空間認知における視
覚・前庭覚・聴覚の相互作用」をご講演いただきました。 

いずれも、高齢社会の前庭機能、空間認知機能の低下により生じる問題を見据えたご研究であり、対策を考
える上で重要な内容のご講演でした。有意義なお時間をありがとうございました。 
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2023年6月15日 

嶋 緑倫医学部長からクラブ顧問を引き継がせていただいた社会医学研究会、通称社医研。疾病により学業
を長期離脱せざるを得ない小児やその親御さんに寄り添うボランティアが、その活動の中心を成します。手
話技術の習得にも熱心です。 

本日はその3年振りの新入生歓迎会に、新入生10名を含む30名近くの部員が集まってくれました。当研究会
のボランティア活動は再び活気を帯びつつあり、その活動をサポートできれば幸いです。 
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2023年6月16日 

2023年6月15日-16日にかけて、大阪大学 猪原秀典会
長の下、第47回日本頭頸部癌学会総会・学術講演会が
「頭頸部癌新世紀」をテーマとして大阪国際会議場で
開催されました。 

奈良医大からも複数演題を発表させていただき、有意
義なディスカッションをすることができました。新し
い知見を吸収し今後の診療・研究に活かしていきたい
と思います。 
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2023年6月16日 

2023年6月15日-17日にかけて、信州大学 伊藤研一会長の下、第35回日本内分泌外科学会総会が長野県松本
市で開催されました。 

奈良医大、近大奈良、ベルランドから医局員が参加し、発表を行いました。 
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2023年6月16日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。金曜午後は恒例の5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス。前頭洞嚢
胞、舌癌、異所性甲状腺、副甲状腺腫瘍に対する外科治療をまとめてもらいました。 

当医大生に占める女性の割合は年々上昇傾向にありますが、さらに頭頸部の外科治療に興味を持つ女性の割
合も上昇傾向にあると感じます。当科選りすぐりの頭頸部外科メンバーは、昨日今日と大阪国際会議場で開
催中の日本頭頸部癌学会に参加中ですが、引き続き頭頸部外科の魅力を伝えていきたいと思います。 

それでは良い週末をお過ごしください。 
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2023年6月22日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。耳鼻咽喉科臨床学会出席のため明日金曜午後から東京入りしますの
で、本日木曜午後に5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズスとなりました。真珠腫性中耳炎に対する鼓室形
成術、両側高度難聴に対する人工内耳植込術、睡眠時無呼吸に対するアデノイド切除術、頸部郭清を伴う甲
状腺切除術に関して、まとめてもらいました。 

耳鼻咽喉科臨床学会・運営委員会のお計らいで、2025年に当科が奈良市にて主催させていただくことになり
ました。その視察も兼ねて明日から東京入りします。2023年の東京医大、2024年の福井大学の内容を参考
にさせていただき、実りある学会にしたいと思います。 

それでは良い週末をお過ごしください。 
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2023年6月25日 

第85回耳鼻咽喉科臨床学会・学術講演会が東京医科大学・塚原清彰会長の下、京王プラザホテル(新宿)で現
地開催されました。医局・同門の皆様に厚く御礼申し上げます。 

奈良医大からは、近大奈良病院、奈良県総合医療センター含め多くの演題を発表させていただきました。今
回より懇親会も再開され非常に盛り上がった学会となりました。 
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2023年6月27日 

6月21日から6月25日の期間にローマで開催された7th world congress of IFHNOSに参加して来ました。当科
からは上村裕和，足立詩織，田中瑛久，石田千恵の4名が参加致しました。前回の6th world congress of 

IFHNOS（アルゼンチン）が開催されたのは2018年でコロナ禍にあったことで一年遅れての開催となりまし
た。諸外国の頭頸部癌診療に触れ、対面で意見を交わすことができるこのような国際学会は当科の若い医師
達に大変良い刺激となったものと感じています。 

日本人研究者のセッションには多くの他国の先生が聴講に来られ、大きな関心が寄せられていることが大変
印象的でした。 
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「New treatment strategies for head and neck cancers made in Japan」  

Presidents: Hakan Korkmaz, Richard Wong Moderators: Ryuichi Hayashi, Ken-ichi Nibu  

・TOVS for laryngeal and pharyngeal cancer：Akihiro Shiotani  

・ELPS for early pharyngeal cancer：Ichiro Tateya  

・RADPLAT for maxilalry cancer：Akihiro Homma 

・TPF-RT for ear cancer：Hirotaka Shinomiya  

・Postoperative weekly CDDP-CRT：Naomi Kiyota  

・Chemotherapy for AR+/HER2+ parotid cancer：Yuichiro Tada 

GALA dinnerの席では、当科の頭頸部外科医にたくさんのお話を頂けましたこと感謝申し上げます。次回は3

年後の2026年にオーストラリア ブリスベンで開始されます。また、各国の先生と対面で情報交換できるの
を楽しみしております。 
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2023年6月29日 

本年度の医局説明会を2023年7月19日(水) 18:00から耳鼻咽喉・頭頸部外科医局において開催させていただ
きます。 

対象は初期研修医・医学生となっておりますが、後期研修医や奈良医大耳鼻咽喉科で一緒に働きたいと考え
ている先生方も大歓迎です。参加希望の方は耳鼻科医局（内線: 3435）にご連絡いただければ幸いです。な
お、遠方の方でwebでの参加をご希望される方は前日までに耳鼻咽喉科医局までご連絡お願いいたします。 

（担当: 山下） 
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2023年6月30日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後はいよいよこの学年最終班の1週ポリクリ総括+めまいク
ルズス。今週は鼻腔腫瘍、中咽頭表在K、腺腫様甲状腺腫、バセドウ病の病態-診断-治療とくに外科治療を
しっかりまとめてもらいました。『頭頸部外科月間』にちなんだような腫瘍weekで締めくくることができま
した。 

今年から奈良医大めまいセンターは『めまい難聴センター』と名称を新たにして邁進しております。西村忠
己副センター長の難聴に関する記事『耳が遠いと感じたら』が朝日新聞Reライフ.netに掲載されました。是
非ご一読ください。 

https://www.asahi.com/relife/article/14933149 

本日で今年のハーフタイムが終了しますが、皆様にはどのようなハーフタイムでしたでしょうか。個人的に
は体調が優れず前半戦は遅々としておりましたが、明日からの後半戦は倍速で頑張れそうです。良い週末を
お過ごしください。 
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2023年7月8日 

令和5年7月7日、第5回軟骨伝導聴覚研究会が慶應義塾大学附属病院にて開催されました。 

奈良県立医科大学からは西村病院教授、岡安助教、宮崎ST、大塚診療助教が、そして共同研究している大阪
大学からは下倉准教授が参加し 

「軟骨伝導補聴器と骨導デバイスの効果の比較」 

「外耳道閉鎖症の手術適応と軟骨伝導補聴器装用の関係について」 

「軟骨伝導補聴器の固定に成形テープを使用した時の効果」 

「軟骨伝導補聴器に対する公的支援についての全国アンケート（身体障害者手帳を有する両側外耳道閉鎖症
例について）」 

「騒音を除去し音声のみを通過させる軟骨伝導アクティブノイズコントロールの開発」 

の計5演題を発表いたしました。 

全国の軟骨伝導補聴器取扱施設からも多数ご参加頂き、たいへん盛況な研究会となりました。お忙しい中ご
協力頂いた先生方、運営に携わって頂いたスタッフの皆さま方に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 
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2023年7月8日 

令和5年7月8日、第8回耳鳴・難聴研究会が東京駅カンファレンスセンターにて行われました。 

当科からは山下学内講師が、『耳鳴患者における連続自記オージオメトリー』について報告いたしました。 

来年、第9回の研究会は奈良医大耳鼻咽喉・頭頸部外科が担当させていただきます。多くの演題登録をお待
ちしております。 
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2023年7月15日 

今週7月13日木曜-14日金曜、札幌医科大学から實川純人先生がめまいセンター見学に来てくれました。 

めまい外来における最短距離で結論を導く問診と検査、それでも原因不明になる症例の検査入院への組入手
順、実際のめまい検査と前庭リハビリの実施風景、選択ポリクリ学生による担当症例のプレゼン、さらにメ
ニエール病に対する内リンパ嚢開放術のすべてを経験していただきました。 

安易に原因不明にしないことと、最終手段として外科技術を持つことをmottoに取り組んでおります。お気
軽に見学希望をお声掛けください。 
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2023年7月15日 

令和5年7月15日、第39回奈良県頭頸部腫瘍研究会が開催されました。 

奈良県立医科大学からは上村病院教授、木村助教が参加し、 

「令和4年奈良県頭頸部癌患者受診実態」 

「当科におけるキイトルーダの治療成績」の計2演題を発表いたしました 

また、九州医療センターより中島寅彦先生にお越しいただき、 

「外科医の立場で考えるIO時代の頭頸部癌薬物治療」についてご講演いただきました。 

本研究会も今回で39回を数え、最新の知見を交え、議論も活発なものとなりました。 

引き続き、頭頸部癌治療の開発と最新治療への取り組みを進めてまいります。 
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2023年7月19日 

本日、奈良県立医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座の医局説明会を開催させていただきました。 

今後も随時研修、見学、入局相談等を行わせていただきます。お気軽にお問い合わせいただければ幸いで
す。 

(担当:山下) 
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2023年7月23日 

奈良医大、近畿大学、近大奈良、岸和田市民の合同で、栄えある第1回『南阪奈耳鼻咽喉科研究会』が、ス
イスホテル南海大阪にて現地開催されました。 

一般講演の共通トピックスは『診断と治療に苦慮した症例』とし、特別講演は和歌山県立医科大学の保富宗
城教授にお越しいただき『感覚免疫より考える感染症治療』についてご講演いただきました。 
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2023年7月26日 

めいほう睡眠めまいクリニックから中山明峰先生をお招きして睡眠医療の特別講演を頂戴しつつ、当医大呼
吸器内科の山内基雄先生、耳鼻咽喉・頭頸部外科の上村裕和先生から舌下神経刺激装置植込術の現状につい
て解説いただきました。 

睡眠医療は多くの科にまたがる分野として、また耳鼻咽喉科にとってプレゼンスを高める分野として重要で
すので、今後さらに注力していきたいと考えます。 
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2023年8月2日 

今年も臨床解剖実習が8月2日に解剖実習室で行われました。今回は奈良県総合医療センターの成尾先生や研
修医を含め多くの先生方に参加いただきました。耳チームと鼻チームに別れて実習を行い、耳は西村先生病
院教授と成尾先生の、鼻は山下講師の直接指導をうけながら、普段は見る事がない深部や細部の解剖に触れ
ることができ、貴重な実習となりました。実習期間は残り一週間となりましたが、まだまだ続きます。実施
に際しまして、第一解剖学、第二解剖学、脳神経外科学教室の先生方には大変お世話になり、この場をお借
りして、厚く御礼申し上げます。 
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2023年8月3日 

今年の奈良県医師会・鼻の日講演から、日耳鼻・頭頸部外科月間の活動に合わせて、上村裕和病院教授によ
る『口のがん・咽喉のがんの基礎知識～そうだ！頭頸部外科に相談しよう～』を講演させていただくことに
なりました。 

講演後は鼻の病気に限らず、耳鼻科すべての病気に関して、県民の無料相談会が実施されました。 
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2023年8月28日 

当科で音声を勉強したい先生には、当科非常勤講師・望月隆一先生にお願いしてご指導いただいています。
彼は大阪ボイスセンターを標榜され、これまでに手掛けた音声外科手術は2000件を優に超えます。 

このたび、そのライフワークが日耳鼻会報誌に掲載されました。牟田 弘先生の流れを汲む大変貴重な症例
の数々。是非、ご一読ください。 
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2023年9月2日 

本日9月2日土曜、奈良県コンベンションセンターにて奈良県耳鼻咽喉科漢方セミナーが開催されました。昨
年と同様、新型コロナへの対応からハイブリット開催となりましたが、会場前の特設せんとくんトランポリ
ンは家族で賑わっていました。 

一般講演は奈良医大の岡安 唯講師に「耳鼻咽喉・頭頸部外科領域における加味帰脾湯の活用」、特別講演
は北里大学の山下 拓教授に「がんと漢方～半夏瀉心湯による化学放射線治療に伴う口内炎対策～」をご講
演いただきました。 

漢方伝来の地である奈良県において、今後も基礎と臨床の両面から漢方治療のエビデンスを深めていくこと
ができれば幸いです。来年以降、通常形式で開催できることを期待します。 
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2023年9月9日 

今年の第7回奈良-大阪耳鼻咽喉科研究会(旧：奈良-大阪めまい研究会)は、例年通り9月9日土曜にシェラトン
都ホテル上本町で、開催形式は慎重にハイブリッド開催となりました。 

今回は大阪公立大学の角南貴司子教授にご担当いただき、山梨大学・櫻井大樹教授に「山梨大学におけるア
レルギー疾患への取り組み」、大阪公立大学・井上幸紀教授に「精神科が耳なり・めまいに対応する時」を
ご講演いただきました。 

来年は大阪回生病院めまいセンターの藤田信哉センター長のご担当で、「AI導入でめまい診療がどこまで楽
になるか」など未来耳鼻咽喉科のデザインに焦点を当て、現地開催を目指したいと思います。 
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2023年9月14日 

このたび、奈良医大睡眠医療チームの活動がMedical Tribuneに掲載されました。呼吸器内科、麻酔科、耳鼻
咽喉科が連携して、睡眠時無呼吸の新規治療法である舌下神経刺激装置植込術に取り組んでいます。一昨年
に保険収載されてから、奈良医大での実施は次例で3例目。徐々に普及、浸透して来たように感じていま
す。 
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2023年9月29日 

昨日、大阪voice centerの望月隆一先生に奈良医大までおこしいただき、甲状披裂筋切除術の執刀を行って
いただきました。音声外科は耳鼻咽喉科でも重要な領域ではありますが、奈良には専門とする医師が少な
く、日本のトップランナーの望月先生の手術を多くの医局員が見学させていただけたという非常に貴重な時
間をすごさせていただきました。 
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2023年10月9日 

明日からの約1ヶ月、韓国Gyeonsang National UniverstyからSomi Ryu先生が奈良医大の耳鼻咽喉科で研修
します。今晩のWelcome Dinnerでは大和牛を堪能していただきました。 

真ん中3名、左から頭頸部外科Prof. Jung Je Park、耳科・神経耳科Prof. Seong-Ki Ahn、Dr. Somi Ryuです。 
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2023年10月13日 
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2023年10月11日～13日に千葉県幕張メッセ国際会議場で第68回日本聴覚医学会総会・学術講演会が開催さ
れています。 

現地開催のみで、東京湾が遠くまで見渡せる秋晴れのもと、学会が行われました。 

当科からは西村忠己 病院教授、岡安唯 講師、森本千裕 助教、大塚進太郎 診療助教、宮﨑優里 言語聴覚士
が、関連病院の高井病院耳鼻咽喉科からは覚道真理子 医師が、大阪大学基礎工学部からは下倉良太 准教授
が演題を発表しています。また補聴セッション座長を細井裕司 学長がつとめました。 

今回も軟骨伝導に関連した多くの演題があり、関心度の高さを感じています。 

本学会の開催にご尽力頂きました、東邦大学耳鼻咽喉科学講座の鈴木光也教授初め関係者の皆さま、ありが
とうございました！ 
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2023年10月16日 

韓国から当科に留学中のSomi Ryu先生には耳鼻咽喉科のすべての分野を経験していただく予定です。当科め
まいセンターでは初診患者対応のコツを伝授します。 

まずは疾患統計を頭に入れ、問診でめまいが自発性か誘発性か嗅ぎ分けるのが生命線。基本的に、何時間続
くめまいが月何回あったと言えないめまいは自発性ではなく、数年前からずっとフワフワしているというめ
まいは誘発性です。 

めまい診療はシンプルに考えることができればとても楽です。難しく考える先生が難しく考える先生に教え
ようとするとカオスです。 

国内の先生方も是非、当科めまいセンター見学にお運びください。めまい診療を最低限こなしたいクリニッ
クの先生から深掘りしたいアカデミア志望の先生まで、welcomeです。 
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2023年10月20日 

このたび公益財団法人国際耳鼻咽喉科学振興会(SPIO)より、2023(令和5) 年度・第12回コストコSPIO研究
助成金をお受けできることになりました。当大学・細井裕司学長が現役時代に開発した軟骨伝導補聴器を、
西村忠己病院教授により社会還元すべく進めている活動状況が報告され、それが認められたものと認識して
おります。引き続き良い結果を出せるよう注力して参ります。 

関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 
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2023年10月21日 

耳鼻咽喉科分野の中で摂食・嚥下は、歯科・口腔外科との境界領域でもあり、非常に重要な分野です。 

そこで当科では摂食・嚥下診療の専門性を高めるため、奈良総合・秋岡宏志先生が聖隷佐倉・津田豪太先生
のところで数ヶ月間、ご指導いただきました。 

この短期留学で薫陶を受けた秋岡先生は、早速自施設に多職種・嚥下カンファレンスを立ち上げ頑張ってい
ます。 

一同、当科に摂食・嚥下診療を必ずや確立させることをお約束しつつ、津田先生のご冥福をお祈り申し上げ
ます。 
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2023年10月21日 

第96回奈良耳鼻咽喉科講習会が奈良県コンベンションセンターで現地開催で行われました。一般演題では、
奈良県総合医療センターの阪上剛先生が内視鏡下鼻副鼻腔手術のひと工夫についての発表を行いました。特
別講習では岐阜大学耳鼻咽喉科の小川武則教授に「アレルギー疾患と頭頸部外科疾患-私の治療方針-」と題
しまして、実臨床を踏まえての手術、化学療法の戦略について非常にわかりやすく御解説頂きました。ぜひ
明日からの診療に役立てていきたいと思います。 
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2023年10月27日 

10月25日～27日の3日間で新潟県の朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）にて第82回日本めまい平衡
医学会総会学術大会が開催されました。 

当科及び関連病院からはランチョンセミナーで北原糺教授、シンポジウムⅠで和田佳郎特任講師、モーニン
グセミナーで松村八千代医員、教育セミナーでベルランド総合病院めまい難聴センターの今井貴夫センター
長の講演があり、一般演題発表では12演題と多くの演題を発表しました。 

当科の特徴の一つであるめまい診療について様々な内容の新たな知見を公表しました。 

患者さんの治療を行う上で最新の知見を得つつ、より良い医療を提供できるよう教室として精進していこう
と思います。 

新潟は3日間秋らしい心地の良い晴天で充実した学会となりました。 

ご開催くださいました新潟大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科の堀井新教授はじめ、スタッフの皆様に感謝申し上
げます。 
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2023年10月29日 

奈良県耳鼻咽喉・頭頸部外科セミナーは、昨年に引き続き座長と講師のみ現地参加による、奈良県コンベン
ションセンターの一室から完全リモート配信となりました。 

特別講演には、鼻・頭蓋底外科手術の東京慈恵会医科大学・大村和弘先生、耳・側頭骨外科手術の大阪市立
総合医療センター・三代康雄先生のお二方をお招きしました。 

今回は頭蓋底手術と側頭骨手術、それぞれの手術の考え方、手技に関して、動画をふんだんに取り入れた内
容であり、特にこれから研鑽を積もうとされている若い先生方にとって興味深いご講演になったと思いま
す。 
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2023年10月30日 

本日、Gyeonsang National Universityから来られて
いたSomi Ryu先生の奈良医大耳鼻咽喉・頭頸部外
科での研修が修了となりました。明日、帰国され
ますが、今後の韓国での、そして、インターナ
ショナルなご活躍をお祈り申し上げます。 

また、来年3月ソウルにて開催される19th Korea-

Japan Joint Meeting of Otorhinolaryngology-Head 

and  Neck Surgeryで再会できるのを楽しみにして
おります。 
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2023年11月1日 

今年度の専攻医の先生方には3ヶ月間、近畿大学という異なる環境に身を置いて研修してもらっています。5

月-7月に景山先生、8月-10月に石田先生、そして今月11月から吉田先生が行って来ます。各々の施設のやり
方の良いとこ取りして成長していってもらえたら嬉しく思います。 

安松先生、山中先生をはじめ、大変お世話になっております。ありがとうございます。 
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2023年11月4日 

2023/11/01-11/04まで、埼玉医科大学主催の日本耳科学会が、群馬県Gメッセで開催されています。 

海外からはデンマーク・コペンハーゲン大学からPer Caye Thomasen教授、カナダ・モントリオール大学か
らIssam Saliba教授が来日され、聴神経腫瘍と人工内耳、メニエール病に対する内リンパ嚢クリッピングに
ついてご講演いただきました。当科関連では、奈良医大、奈良総合、ベルランドから多数の演題発表をさせ
ていただきました。 

来年から日本耳科学会認定医制度が発足します。現行の耳科手術指導医を目指す前段階として、自身の耳科
学知識と技術の向上、ひいては県民市民の耳科診療における安心安全のため、是非目標としてみてくださ
い。 

来年の名古屋大学、再来年の九州大学、次いで2026年10月にはいよいよ当科が本学会を担当させていただ
くことになりました。併せて、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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2023年11月10日 

2023年11月9日（木）～10日（金）の日程で、『第18回日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会』が国立
成育医療研究センター 耳鼻咽喉科主幹のもと、大分県別府市のB-CON PLAZAにて開催されています。別府
はあちこちで湯けむりが立ち昇り、大変風情のある街並です。 

当科から小児耳鼻科を担当している森本助教と大塚診療助教が発表とポスター座長をつとめさせて頂きまし
た。我々の発表に興味をお持ち頂いた先生方、ありがとうございました。更に改良し、小児難聴の現場に還
元したいと考えています。 

会長をおつとめの成育医療センターの守本倫子先生ともお忙しい中写真を撮って頂きました！ 

第19回日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会は、2024年7月11日～12日の日程で三重大学耳鼻咽喉・頭
頸部外科主幹のもと、三重県で開催予定です。 
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2023年11月15日 

奈良医大のめまいセンターは、今年度からめまい難聴センターと名称を少し変え、西村忠己病院教授を副セ
ンター長としてお迎えして、充実した診療体制を組んで活動しています。 

このたび西村副センター長から、 

「難聴」https://www.asahi.com/relife/article/14933149 

「耳鳴」https://www.asahi.com/relife/article/15003673 

に関して、わかりやすく解説してもらいました。 

是非、ご参照ください。 
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2023年11月15日 

このたび、嬉しいお知らせがございます。2023年（令和5年）の日本聴覚医学会、代議員総会におきまし
て、細井裕司先生が日本聴覚医学会の名誉会員に推挙、承認されました。 

日本聴覚医学会は1956年（昭和31年）に日本オージオロジー学会として東京大学において開催され、その
後1988年（昭和63年）に現在の日本聴覚医学会となりました。2023年（令和5年）で第68回を数え、2025

年（令和7年）には70周年を迎える歴史ある学会です。 

ご存じのように、細井裕司先生の長年のライフワークは難聴と補聴、すなわち聴覚医学であり、その成果は
軟骨伝導補聴器、軟骨伝導集音器として既に社会実装、社会貢献されています。 

© Department of Otolaryngology - Head and Neck Surgery, Nara Medical University



2023年11月17日 

メキシコ、モンテレーからの留学生、Kinoa Villanuevaさんは奈良医大にて研修中です。皮膚科、耳鼻科を
回り、最後に消化器内科を経験する予定。その後に母国に戻り、進むべき専門分野を決めるとのこと。 

当科めまいセンターは問診と検査で診断をつけるプロセスと薬物、手術、リハビリを駆使して治療を進めて
いくプロセスから成り立っています。そこに興味を持ってもらえたら嬉しいです。耳鼻科すべての分野を経
験していただく予定です。 
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2023年11月30日 

本日は大阪府堺市のベルランド総合病院にて「泉北耳鼻咽喉科セミナー2023」が、現地とZOOMによるハイ
ブリッド開催されました。ベルランド総合病院は三上慎司部長、今井貴夫センター長をツートップとする常
勤医5名体制で耳鼻咽喉・頭頸部外科すべての分野を網羅して活動しています。 

今年の特別講演は、奈良医大めまい難聴センターの病院教授・西村忠己先生に、『軟骨伝導補聴器の最新の
話題』についてお話しいただきました。 

ベルランドは政令指定都市・堺市の自由な空気に満ち溢れ、耳鼻科全分野の知識と技術を楽しく勉強できる
実力派施設です。これから専門医を目指す若い先生の直接就職も大歓迎ですので、ご興味のある先生はベル
ランド代表もしくは耳鼻咽喉科までお問い合わせください。 
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2023年12月8日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。今週から新5回生の1週ポリクリが始まり、金曜午後は総括＋めまいク
ルズスをさせていただきました。半年振りのポリクリなので週の流れに慣れるまでバタバタしますが、どう
ぞよろしくお願いいたします。 

今年度は「職に寄り添う耳鼻咽喉科」普及活動の一環として、「めまい」を取り上げる方針です。めまい救
急トリアージのコツ、耳鼻咽喉科のきめ細やかなめまい診断学、めまいの手術治療という選択肢、という内
容で魅力的に進めてまいります。 

インフル患者数今季最多を更新、歩く肺炎マイコプラズマが中国・韓国で流行などと囁かれていますが、引
き続き安心・安全に良い週末をお過ごしください。 
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2023年12月15日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は今年ラス前の新5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズ
スです。小児の先天性疾患である先天性耳瘻孔、先天性真珠腫および成人発症の腫瘍疾患である中咽頭K、
甲状腺Kに対して、診断と治療をまとめてもらいました。 

毎年12月中頃、財団法人日本漢字能力検定協会から、その年の世相を表す漢字が発表されます。今年は今週
火曜日に、「税」という漢字が選ばれました。「防衛増税」「定額減税」「インボイス制度」など、生活に
直結する増税/減税の動向が注目された一年でした。悲しいかな物価は上がり続け、国民は「インフレ税」
を収め続けた一年になったように思います。 

大谷翔平選手が来季からドジャースに移籍するということで、日本時間の今朝、記者会見が開かれました。
リオネル・メッシ選手を超え、プロスポーツ史上最高額での契約、しかし年俸の一部を繰り越して後払いに
する異例の契約になるそうです。大リーグには超えてはならない選手年俸総額の上限制度があり、超過分に
対しては「贅沢税」が課せられるための配慮とのこと。想像を超えたお話ですね。 

それでは良い週末をお過ごしください。 
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2023年12月22日 

耳鼻咽喉・頭頸部外科学の北原です。本日金曜午後は今年最後の新5回生1週ポリクリ総括+めまいクルズス
をさせていただきました。 

総括は口蓋裂を伴う滲出性中耳炎、自己免疫疾患を伴う弛緩部型真珠腫性中耳炎、神経線維腫症を伴う一側
性慢性副鼻腔炎、小児重症睡眠時無呼吸症候群。各人各症例について診断と手術所見をまとめてもらいまし
た。 

めまいクルズスも毎学年微修正を重ねまして、この学年で10回目の改定になりました。回を重ねるごとに素
晴らしい仕上がりになっていると自画自賛しておりますが、ご興味のある先生は是非見学にご来奈良くださ
い。 

先程入った情報によりますと、大谷翔平選手に続き、山本由伸選手もドジャース入り決定。 

寒波の影響で寒い週末になりそうですが、ご自愛いただきつつ、良い週末そしてクリスマス、年末年始をお
過ごしください。 
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2023年12月28日 

今年最後の医局の公式行事、納会をおこないました。今年は新型コロナ感染症が5類となり、感染状況はひ
と段落している状態となりましたが、寒くなるのにつれて、奈良県でもインフルエンザやアデノウィルス感
染症の患者が猛烈な勢いで増えております。医局員も常日頃から、感染対策•健康管理をおこないながら、激
動の一年を乗り気ってくれました。北原教授、上村病院教授の訓示をいただいた後に、今年一年の反省と来
年の目標などを医局員で共有いたしました。 

今年一年ありがとうございました。 

令和6年1月3日までは当直体制、1月4日から通常診療の予定です。来年もよろしくお願いいたします。 
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